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2017年２月９～10日、韓国ソウル市で
開催された2017韓国東北亜経済学会に
参加し、発表を行った。韓国東北亜経済
学会は、韓国の大学に所ଐする研究者を
中心に設立された学会であり、北東アジ
ア経済などについて研究・交流を行ってい
るが、その一環として毎年、学術研究大
会を開催している。日本の北東アジア学
会とは協力関係にあり、学術大会の際に
会員の相互ݣなどの研究交流を行って
おり、ච者は、北東アジア学会の会員とし
てࡢ年、学会の論文を受けたことから、
今回、学会のݣにより参加した。
2017韓国東北亜経済学会は、ソウル

市中心部にある西江大学で開催された。
日本の学会と異なり、韓国の経済関係の
学会は、毎年同じ期日・場所で共同開催
される。今回も経済に関連する55の学
会が「2017�Korea’s�Allied�Economic�
Associations�Annual�Meeting」として
西江大学で同時に開催された。受付で
は、各学会が開催される۩体的な時間や
場所を記した資料が配られ、各学会の会
員はどの学会の報告も自由に聞くことがで
きるのは大きなメリットである。

本学会は２月10日のޕ後に開催され、
合わせて16の報告が行われた。テーマは
北東アジア各国の経済を中心としながら、
中国に関連するものが多かった。日本か
らの報告は４つで、ච者も含めて北東アジ
ア学会のݣ会員によるものは３つであっ
た。１人あたりの報告時間は10分、討論
５分と質疑応答５分で、限られた時間の
中で自分の研究をわかりやすく説明するこ
とが求められた。発表と討論には韓国語・
英語・日本語・中国語が使われ、北東アジ
アらしい学会であった。中国語が使える
韓国の研究者が急速に増えているという。
ච者は「h 一帯一路 政ɦ策の中国東北

地域への影響」について報告した。「一
帯一路」は中国の国際イニシアティブであ
ると同時に、国内の地域経済に大きな影
響を与えうる地域政策の側面を持つことを
指摘した。「一帯一路」は「経済要素の
秩序だった自由な移動、効率の高い資源
配置と市場との高度な融合」などを主ࢫと
する総合的な政策ビジョンで、国内諸地
域の協力態勢を۩体的に言及している。
インフラ整備を通じて国内地域間のアクセ
スを利ศ化し、経済要素の自由な移動と

効率的な配置を促進して規模の経済や
市場競争の働きを強め、持続的な経済成
長の実現に寄与するものであろう。また、
一体化政策を通じて国民の消費効用を
向上させ、内部や沿ઢ地域の経済成
長を牽引していく発展戦略の側面もあると
考えられる。さらに、東北地域において「一
帯一路」は国境開発を中心とする国際協
力策と、大都市を中心とする国内開発策
を結合させた重要な施策である。東北３
省は省都や拠点都市などのطଘの成長
拠点を強化しながら、全国の産業分業に
積極的に参加することが求められる。国
境都市を中心に北東アジア各国との経済
協力を進め、地域の市場・産業ネットワーク
を充実させながら、北東アジア地域市場
に密着した産業構造の形成に取り組む必
要があることを指摘し、報告をకめくくった。
発表の後には、討論者の先生から中国の
経済や政策に関連して幅広い質問を受け
た。
ソウルのの気Թはマイナス10度とפ
かったが、学会では有意義で活発な議
論が行われ、ච者にとって良い収 と֭なっ
た。
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